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朝焼けチョコレート


何もかもが嫌になって
どこか遠くて行きたくて
街を出ててはみたけれど
自分からは逃れられないんだよ
そう言い聞かせるように
心の中でつぶやいた

マーブル模様のテーブルで
おいしいお茶をゆっくり入れて
昨日もらったチョコレート
一粒口に入れてみた

とろける甘さが身にしみて
溢れる涙
生きてる私

甘さが脳内にしみわたり
ぽっかり空いた胸の真ん中
温めた

体中にゆっくり広がる優しい甘さ
窓の外　カーテンの隙間から差し込む光
また朝がきたんだな

誰かにとっての
チョコのようになりたくて
ここで生きると決めたんだ

もう一粒口に入れて
甘さに包まれたまま　
ぐっすり眠ろう

私ならできるはず
あなたならやれるはず
眠って起きたら
きっと…

あの子やあいつでもない
他の誰でもない自分の花を
咲かせてみせる






凜と咲く花のように。









悲しいほど青い空


もうなにもかもがイヤになって

上を見上げたら

悲しいほど青い空だった



それと同時に

無限に広がる希望を感じた



切り取られた空は

果てしなく僕を包む

悲しいほど青い空が

まるごと僕を包む

涙も笑顔も

過去も未来も



僕たちはどこまでも

遠くに行ける

ここにいても遠くに行けるんだ




青い空と雲と君…と。
photo｜きらり








あの場所で


澄みわたる空のような

あの公園のブランコの前で

待ってるね



日々いろんなことがあり

もうダメかもしれないと

思うときがあるけど

強く強く前に進んでいくからね



きっと行くから

待っててね

あの場所で

必ず再会しよう



私たちなら

できるはず

無鉄砲と言われても

自分を信じて

全てを成し遂げて

会いにいくからね














春待つ君


夜明け前が一番暗いよと

誰かが言う

厳寒の空を見上げたら

春を待つ蕾が目についた



明けない夜がないように

春のない四季はない

寒風に耐えて春待つ君よ



そっと勇気をありがとう

希望を持てと

さり気なく教えてくれて

ありがとう

春が訪れたとき

また会いに来るからね

そっと春を祝福しよう














今日の空
あんなにも強かった僕は
どこへ行ってしまったのだろう
生きづらいほどに敏感になった僕

人は変わらないまま変わり続ける
あの頃の僕と思ったままで会わないで
あの頃の君と思ったままで会わないよ


1日1年後ですら　もう違う僕だから
全ては過去へと流れてく
景色は前へ前へと猛スピードで流れてく
色々な色の花を咲かせながら
今日も生きる　僕ら


交差しない交差点が存在する
当たり前も常識もない世界

それぞれの世界で生きていこう
それぞれの世界を見ていこう
同じ空の下で


これは祝福のレクイエム
これは別れのレクイエム
喜びや悲しみなんてありきたりの
感情にはないレクイエム
今日のを見上げて





アイスコーヒー


うつむく私

テーブルの上の

アイスコーヒーの氷が溶ける



青山通りを眺めるふりして

隠した涙

すれ違う心

螺旋階段のように

渦巻くやり場のない思い



さよならと決めたなら

しかたがないね

心が離れたなら

引き止めても苦しいだけ



さよならあなた

このまま黙って

お店を出よう

もうこれで

二度と会うことはないけど

この別れが意味あるものにするために

私は生きていくよ



言いたいことは全て置いて

そっとさよなら

お店を出たら

それぞれの道を

歩いていこう



アイスコーヒーを飲み終わるまで

あと少し

待っていて

心の整理をつけるから

あと少しだけ

もう少しだけ


















またね。


散り行く桜を見上げ
ばいばい　またね。
来年も笑顔で会おう


桜に負けない自分で
桜に誇れる自分で
きっと約束
笑顔で会おう

またね。と言える
幸せ噛みしめ

今を感じ今を生きる僕ら


厳冬を越えた桜が咲き誇るように

今を強く前へ前へ

ばいばい　またね。

必ず

約束

君と僕の

約束だよ




さくら、またね。









散歩道


明日からしばらく雨だから

青空と太陽求めて散歩に出た

目に焼き付けるように歩く散歩道で

雨でも元気に過ごせるように充電する

暑いアスファルトにまいた水のにおい

ふと孤独だなと思う

誰といても孤独だなと思いつつ

人は皆　孤独だったことを思い出す

すれ違う老人

あの人も散歩か

涼やかな風にのって

夕飯の香りが路地に漂う

家に帰ろう

私の帰る場所は家しかない

帰る場所があって良かったじゃない

もうひとりの私が言う

沈む夕日にお別れ告げて

気持ち良い風になびかれながら

家に帰ろう

豆腐屋さんのラッパの音が今日も聞こえる

情報の波に飲み込まれないようにね

ばいばい　今日の私

見慣れた家路を一人歩く

一人って寂しくて幸せで自由で気まま

帰りたくない

でも帰ろう　帰らなくちゃ

あちこち蚊にくわれたからね

カラスの鳴き声と共に

玄関のドアを開けた

ちょっぴり寂しい気持ちで

外はもう暗い

秋はすぐそこまで来ているんだね

こんなふうに季節は過ぎて

泣いたり笑ったり忙しい私たち

元気でいてね　元気でいようね




またあした。









すべてはひとつ


僕は絶望を見た

一人毛布にくるまって

朝が来るまで泣いたんだ

泣くだけ泣いたら

なぜか生きる力がわいてきて

この現実をいつか必ず変えてやるという

誓いに変わったんだ



今に見てろ

僕はそう僕に吐き捨てて

絶望を力に変えたんだ



もうダメだと思ったとき

そこからがスタートなんだと知った

絶望は力になる

怒りになる

そして希望になる

今ダメだと思っていても

必ず朝がやってくるように

全ては心ひとつで

未来は変わる

絶望は希望に

悲しみは喜びに

冷たさは温かさに

涙は笑顔に


そう全てはひとつなんだ

何も怖れるものはないんだよ




十人十色。
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永遠











永遠なんてないよと

笑う君

そうだね

僕の目の前から消え去った君

永遠はどこにもないかもしれないね



でもね

君と過ごした日々は

今も永遠に

確かに僕の心に

あるんだよ

今ここに



今日も生きていてくれて

ありがとう

君が生きてるこの世界で

永遠を抱きしめて

生きていくから

永遠な永遠なんてないよと

笑う君

そうだね

僕の目の前から消え去った君

永遠はどこにもないかもしれないね



でもね

君と過ごした日々は

今も永遠に

確かに僕の心に

あるんだよ

今ここに



今日も生きていてくれて

ありがとう

君が生きてるこの世界で

永遠を抱きしめて

生きていくから

永遠なんてないなんて

言わないでいて



僕は君を忘れないから








この瞬間


楽しい時間もやがて過ぎ去る

苦しい今もやがて過去になる

瞬間の積み重ねが今日になり

今日の積み重ねが未来になる

ならば

この瞬間を楽しもう

今に生きよう

この瞬間を強く

1ミリでも前へ！



僕はいつもこの場所で

今を生きてる

同じ空の下

君よ　負けるなと願いつつ

強くありたいと

僕も闘っているんだよ



今目の前の瞬間を

抱きしめて

痛みさえも笑える日がくるように

今を生きるよ



君は孤独じゃない

人は皆　誰もが孤独だから

孤独だけど孤独じゃない

全てはひとつで同じなんだよ

怖いものなんてないってこと

見せてあげられたらいいのにな














未来はここに


僕たちが生きる今日

見えない明日

押し潰されそうな不安

消えそうな灯火

けれど僕は立ち上がる

明日が見えないなら

強く未来を描いてみせるよ

壁に爪を立ててでも

這ってでも

立ち上がり

消えそうな

炎を僕が灯すよ

僕たちには

何にも負けない力がある

命の中に無限の力が



泣いても叫んでも倒れてもいい

そこから前に進めばいい

強く強く強く強く！



僕は未来のために

この命を使うと決めた

僕に強さと勇気を

あなたに笑顔と優しさを



僕たちは負けない

負けない未来はここにある

今ここに

そう決めた今この中にある

今この中に…














君は強い


わたしは花

そう決めた人は強い

わたしは太陽

そう決めた人は強い

どうなりたいか

どうありたいか

決めた人は強い


君は強い

誰もが皆　その力を秘めている

だから大丈夫

大丈夫だからね




どこまでも強く。









あの頃


なんでももうわかっている気でいたあの頃

「どうせ」とか「決まってる」とか

初めから決めつけて諦めていた　あの頃


親になって年齢を重ねた今

知らないことや学ぶことが

あまりに多くて驚く

視野が広がり考え方も柔軟になってゆく

物事はミラーボールのように

多面的で光ったり暗くなったり色が変わる


年を取るのも悪くないものなんだなぁ

人はいくらでも成長できるんだなぁ

あの頃の自分に教えてあげたい

決めつけるのはまだ早いよと




色とりどりの果実。









自由と空と


雲ひとつない空を見上げたら

電線が3本あって

楽譜みたいだから

音符を描こうかなんて思ったりして　


雲ひとつない空に

何を描こうか

過去、未来？それとも今？

楽しいこと　会いたい人のこと

悲しかったこと　離れた人のこと

何を思い描く？

君が思うがままに自由に描いていいんだよ

果てしなく広がる空は

私たちは自由だということを

教えてくれる

忘れそうになったとき

思い出してね

私たちは自由だということ

分厚い雲を突き抜ければ

いつでも青空が広がっていること

心ひとつで

自由になれるってこと

心は空と一緒で

自由に思い描けるってこと

忘れないでいてね

忘れないでいたいね




あの夏の日。









地球とこころ


色とりどりの果物たち

地球で育つ果物や花たち

地球ってすごい

地球は生命

地球で育った食物をいただいて

生きている私達


私達人間は

生きている地球に住まわせて

もらっている

生命体の塊

地球の神秘


食物を育てている人たちと

地球に今日も感謝

生きていられる今に感謝

いくつもの奇跡のなかで

生きていること

忘れないようにしたい

たとえ現実がどうであっても

今いるここで

ミラーボールのように

くるくる回ったり

角度を変えたりして

楽しいこと見つけたい

心ひとつで

同じ場所も

違う場所にトリップできる

私は楽しむと決めたから

今がどうあれ

心は宇宙と同じくらい広く

地球と同じくらい

果てしない力を持っている

心の宇宙で遊ぼうよ




地球の生命体。
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